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(57)【要約】
【課題】任意断面の超音波画像を形成するにあたっての
改良技術を提供する。
【解決手段】断面設定部４０は、断層画像に基づく断面
の位置と方向の少なくとも一方を変化させて任意断面を
設定する。断面設定部４０は、操作デバイス４２を介し
てユーザから受け付けるユーザ操作に応じて、断面を移
動することにより、また、断面の傾きを変えることによ
り、三次元領域内に任意断面を設定する。送受信制御部
５０は、断面設定部４０により設定された任意断面に特
化した送受信処理により任意断面から受信信号を得るよ
うに送受信部１２を制御する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送受するプローブと、
　プローブを制御して超音波の受信信号を得る送受信部と、
　超音波の断層画像に基づく断面の位置と方向の少なくとも一方を変化させて任意断面を
設定する断面設定部と、
　任意断面に特化した送受信処理により任意断面から受信信号を得るように送受信部を制
御する送受信制御部と、
　任意断面から得られた受信信号のデータに基づいて任意断面の超音波画像を形成する画
像形成部と、
　を有する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記断面設定部は、ユーザ操作に応じて断面を平行移動して任意断面を設定する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の超音波診断装置において、
　前記断面設定部は、ユーザ操作に応じて断面の法線方向を変えて任意断面を設定する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記送受信制御部は、任意断面の深さに応じた送信フォーカスで送信ビームを形成する
ように送受信部を制御する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記送受信制御部は、任意断面の深さに応じたパルス繰り返し周期で受信ビームを形成
するように送受信部を制御する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　前記送受信制御部は、任意断面の深さに応じた送信パワーで送信ビームを形成するよう
に送受信部を制御する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　当該超音波診断装置は、任意断面の位置と方向に応じた任意断面カーソルを超音波の断
層画像内に表示し、断層画像の断面の位置と方向に応じた断層画像カーソルを任意断面の
超音波画像内に表示する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の超音波診断装置において、
　当該超音波診断装置は、三次元領域内における断層画像の断面と任意断面の配置関係を
立体的に示した断面モデルを表示する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の超音波診断装置において、
　当該超音波診断装置は、超音波の断層画像と任意断面の超音波画像と前記断面モデルを
表示するにあたり、超音波の断層画像と前記断面モデル内における当該断層画像の断面と
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を互いに対応付けた表示処理を施し、任意断面の超音波画像と前記断面モデル内における
当該任意断面とを互いに対応付けた表示処理を施す、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、特に、任意断面の超音波画像を形成する技術に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　超音波を送受することにより三次元領域内からボリュームデータ（三次元の超音波デー
タ）を得る超音波診断装置が知られている。三次元領域内から得られたボリュームデータ
に基づいて、例えば、その三次元領域内に関する立体的な超音波画像を形成することがで
き、また、その三次元領域内における任意断面の超音波画像（断層画像）を形成すること
ができる。例えば、特許文献１には、三次元領域内における三断面の画像（トリプレーン
画像）を形成する技術が記載されている。
【０００３】
　しかし、三次元領域内に所望の任意断面を設定することは容易ではない。また、三次元
領域の全域からボリュームデータを得て任意断面の超音波画像を形成すると、任意断面の
形成に不必要なデータも収集されてしまうため、送受信における無駄が無視できない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－３２５５１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した背景技術に鑑み、本願の発明者は、任意断面の超音波画像を形成する技術につ
いて研究開発を重ねてきた。
【０００６】
　本発明は、その研究開発の過程において成されたものであり、その目的は、任意断面の
超音波画像を形成するにあたっての改良技術を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的にかなう好適な超音波診断装置は、超音波を送受するプローブと、プローブを
制御して超音波の受信信号を得る送受信部と、超音波の断層画像に基づく断面の位置と方
向の少なくとも一方を変化させて任意断面を設定する断面設定部と、任意断面に特化した
送受信処理により任意断面から受信信号を得るように送受信部を制御する送受信制御部と
、任意断面から得られた受信信号のデータに基づいて任意断面の超音波画像を形成する画
像形成部と、を有することを特徴とする。
【０００８】
　上記装置において、プローブは、三次元領域内において超音波を立体的に送受できる三
次元超音波探触子であり、例えば、超音波を送受する複数の振動素子を二次元的に配列し
た二次元アレイを備えることが望ましい。さらに、上記プローブは、走査面内において超
音波を二次元的に送受して断層画像（例えばＢモード画像）の受信信号を得ることができ
る。
【０００９】
　また、上記装置において、超音波の断層画像に基づく断面とは、例えば、断層画像との
間において既知の配置関係にある断面であり、具体的には、断層画像に一致する（同一平
面の）断面でもよいし、断層画像に対して交差する（例えば直交する）断面でもよいし、
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断層画像から既知の距離だけ離れた（例えば平行な）断面でもよい。
【００１０】
　そして、上記装置によれば、超音波の断層画像に基づく断面の位置と方向の少なくとも
一方を変化させて任意断面を設定することができる。例えば、断面を移動することにより
断面の位置を変化させることができ、また、断面の傾きを変更することにより断面の方向
を変化させることができる。例えば、医師等のユーザが、所望の診断対象（例えば胎児な
ど）を含む断層画像又は診断対象の近傍の断層画像を得ることができるようにプローブの
姿勢を調整し、その断層画像を見ながら、プローブの姿勢を維持しつつ、操作パネル等を
利用して断面を移動させる操作や断面の傾きを変更する操作を行うことにより、直感的な
操作感覚で比較的容易かつ適切に、例えば胎児の心臓等に関する所望の任意断面を設定す
ることが可能になる。
【００１１】
　また、上記装置によれば、任意断面に特化した送受信処理により任意断面から受信信号
を得ているため、例えば、任意断面が設定される三次元領域内の全域から受信信号を得る
場合に比べて、超音波の送受における無駄を最小限として効率的に、任意断面から受信信
号を得ることができる。そのため、例えば、任意断面に対して集中的に超音波を送受し、
任意断面の超音波画像の分解能を高めることやフレームレートを高めることなどが可能に
なる。
【００１２】
　望ましい具体例において、前記断面設定部は、ユーザ操作に応じて断面を平行移動して
任意断面を設定することを特徴とする。
【００１３】
　望ましい具体例において、前記断面設定部は、ユーザ操作に応じて断面の法線方向を変
えて任意断面を設定することを特徴とする。
【００１４】
　望ましい具体例において、前記送受信制御部は、任意断面の深さに応じた送信フォーカ
スで送信ビームを形成するように送受信部を制御することを特徴とする。
【００１５】
　望ましい具体例において、前記送受信制御部は、任意断面の深さに応じたパルス繰り返
し周期で受信ビームを形成するように送受信部を制御することを特徴とする。
【００１６】
　望ましい具体例において、前記送受信制御部は、任意断面の深さに応じた送信パワーで
送信ビームを形成するように送受信部を制御することを特徴とする。
【００１７】
　望ましい具体例において、前記超音波診断装置は、任意断面の位置と方向に応じた任意
断面カーソルを超音波の断層画像内に表示し、断層画像の断面の位置と方向に応じた断層
画像カーソルを任意断面の超音波画像内に表示する、ことを特徴とする。
【００１８】
　望ましい具体例において、前記超音波診断装置は、三次元領域内における断層画像の断
面と任意断面の配置関係を立体的に示した断面モデルを表示することを特徴とする。
【００１９】
　望ましい具体例において、前記超音波診断装置は、超音波の断層画像と任意断面の超音
波画像と前記断面モデルを表示するにあたり、超音波の断層画像と前記断面モデル内にお
ける当該断層画像の断面とを互いに対応付けた表示処理を施し、任意断面の超音波画像と
前記断面モデル内における当該任意断面とを互いに対応付けた表示処理を施す、ことを特
徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明により、任意断面の超音波画像を形成するにあたっての改良技術が提供される。
例えば、本発明の好適な態様によれば、比較的容易かつ適切に所望の任意断面を設定する
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ことが可能になり、また、超音波の送受における無駄を最小限として効率的に任意断面か
ら受信信号を得ることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施において好適な超音波診断装置の全体構成を示す図である。
【図２】三次元領域内に設定される任意断面の具体例を示す図である。
【図３】断面の移動と傾きの変更に関する具体例を示す図である。
【図４】任意断面に特化した送受信処理の具体例を示す図である。
【図５】表示画像の具体例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　図１は、本発明の実施において好適な超音波診断装置の全体構成図である。プローブ１
０は、診断対象を含む三次元領域内において超音波を立体的に送受できる三次元超音波探
触子である。プローブ１０は、超音波を送受する複数の振動素子を二次元的に配列した二
次元アレイを備えることが望ましい。また、プローブ１０は、走査面内において超音波を
二次元的に送受して断層画像（例えばＢモード画像）の受信信号を得ることができる。な
お、プローブ１０は、例えば、医師等のユーザ（検査者）に把持されて被検者（例えば母
体）の体表面上に当接して用いられる。なお、プローブ１０は、被検者の体腔内に挿入し
て用いられるものであってもよい。
【００２３】
　送受信部１２は、送信ビームフォーマーおよび受信ビームフォーマーとしての機能を備
えている。つまり、送受信部１２は、プローブ１０が備える複数の振動素子の各々に対し
て送信信号を出力することにより超音波の送信ビームを形成し、さらに、複数の振動素子
から得られる複数の受波信号に対して整相加算処理などを施して超音波の受信ビームを形
成する。これにより、超音波ビーム（送信ビームと受信ビーム）が走査され、超音波ビー
ムに沿って受信信号が得られる。なお、超音波の受信信号を得るにあたって、送信開口合
成等の技術が利用されてもよい。
【００２４】
　受信信号処理部１４は、送受信部１２から得られる超音波の受信信号に対して、例えば
検波処理やフィルタ処理やＡＤ変換処理等を施すことにより、エコーデータを生成する。
【００２５】
　断層画像形成部２２は、走査面内において超音波を二次元的に送受して得られるエコー
データに基づいて、断層画像の画像データを形成する。断層画像形成部２２は、走査面内
から得られるエコーデータに基づいて、例えば、Ｂモード画像用のフレームデータを形成
する。断層画像形成部２２は、超音波の走査に対応した走査座標系、例えばビームの深さ
方向に対応したｒ方向とビームの走査方向に対応したθ方向によるｒθ座標系において画
像データを形成する。走査座標系（例えばｒθ座標系）において得られた画像データは、
例えばデジタルスキャンコンバータにより座標変換処理等を施され、表示座標系（例えば
ｘｙ直交座標系）の画像データに変換される。デジタルスキャンコンバータの機能は、例
えば、断層画像形成部２２が備えてもよいし、受信信号処理部１４または表示処理部３０
が備えてもよい。
【００２６】
　任意断面画像形成部２４は、診断対象を含む三次元領域内に設定された任意断面から得
られるエコーデータに基づいて、任意断面に関する超音波画像の画像データを形成する。
任意断面画像形成部２４は、任意断面から得られるエコーデータに基づいて、例えば、任
意断面における断層画像（Ｂモード画像）用のフレームデータを形成する。なお、任意断
面における超音波画像を形成する際にも、適宜、座標変換処理等が行われる。
【００２７】
　三次元画像形成部２６は、診断対象を含む三次元領域内から立体的に得られたエコーデ
ータ、つまり三次元領域のボリュームデータに基づいて、三次元領域内における診断対象
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等を立体的に表現する三次元超音波画像の画像データを形成する。三次元画像形成部２６
は、例えばボリュームレンダリング等の画像処理により、三次元超音波画像を形成する。
もちろん、ボリュームレンダリング以外の公知の画像処理が利用されてもよい。
【００２８】
　表示処理部３０は、断層画像形成部２２で形成される断層画像の画像データと、任意断
面画像形成部２４で形成される任意断面の超音波画像の画像データと、三次元画像形成部
２６で形成される三次元超音波画像の画像データに基づいて、表示画像を形成する。表示
処理部３０において形成された表示画像は表示部３２に表示される。
【００２９】
　断面設定部４０は、操作デバイス４２を介してユーザから受け付けるユーザ操作に応じ
て、診断対象を含む三次元領域内に任意断面を設定する。また、送受信制御部５０は、断
面設定部４０により設定された任意断面に特化した送受信処理により任意断面から受信信
号を得るように送受信部１２を制御する。断面設定部４０による任意断面の設定処理と、
送受信制御部５０による任意断面に特化した制御については、後にさらに詳述する。
【００３０】
　制御部６０は、図１に示す超音波診断装置内を全体的に制御する。制御部６０による全
体的な制御には、操作デバイス４２を介してユーザから受け付けた指示も反映される。
【００３１】
　図１に示す構成（符号を付した各部）のうち、送受信部１２，受信信号処理部１４，断
層画像形成部２２，任意断面画像形成部２４，三次元画像形成部２６，表示処理部３０，
断面設定部４０，送受信制御部５０の各部は、例えば電気電子回路やプロセッサ等のハー
ドウェアを利用して実現することができ、その実現において必要に応じてメモリ等のデバ
イスが利用されてもよい。また、上記各部に対応した機能が、ＣＰＵやプロセッサやメモ
リ等のハードウェアと、ＣＰＵやプロセッサの動作を規定するソフトウェア（プログラム
）との協働により実現されてもよい。
【００３２】
　表示部３２の好適な具体例は液晶ディスプレイ等であり、操作デバイス４２の好適な具
体例は、マウス、キーボード、トラックボール、タッチパネル、スライダやダイヤルやそ
の他のスイッチ類を備えた操作パネル等である。制御部６０は、例えば、ＣＰＵやプロセ
ッサやメモリ等のハードウェアと、ＣＰＵやプロセッサの動作を規定するソフトウェア（
プログラム）との協働により実現することができる。
【００３３】
　図１の超音波診断装置の概要は以上のとおりである。次に、図１の超音波診断装置によ
り実現される機能の具体例について詳述する。なお、図１に示した構成（符号を付した各
部）については、以下の説明において図１の符号を利用する。
【００３４】
　図２は、三次元領域内に設定される任意断面の具体例を示す図である。図２には、プロ
ーブ１０が超音波を立体的に送受する三次元領域１００と、三次元領域１００内に設定さ
れる任意断面１０４と、任意断面１０４の設定において基準とされる断層画像断面１０２
の具体例が図示されている。
【００３５】
　図２において、三次元領域１００は、超音波ビームの走査座標系であるｒθφ座標系で
表現されている。つまり、超音波ビームの深さ方向（ｒ方向）と、２つの走査方向（θ方
向，φ方向）により特定される座標系で三次元領域１００が表現されている。
【００３６】
　図２に示す具体例において、断層画像断面１０２は、断層画像形成部２２で形成される
断層画像の断面であり、三次元領域１００内において、例えばφ方向の中央に位置するｒ
θ走査面（ｒ方向とθ方向で表現される走査面）に対応している。例えば、φ方向の中央
に位置してθ方向に並ぶ複数の振動素子により、ｒ方向を深さ方向とする超音波ビームが
形成され、その超音波ビームがθ方向に走査されることにより、断層画像断面１０２に対
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応した走査面が形成される。
【００３７】
　なお、断層画像断面１０２は、φ方向の中央からずれた位置に形成されてもよいし、φ
方向に傾けられてもよい。また、ｒφ走査面（ｒ方向とφ方向で表現される平面）により
断層画像断面１０２が形成されてもよいし、θ方向とφ方向に対して斜めに交差する方向
に超音波ビームが走査されて断層画像断面１０２が形成されてもよい。
【００３８】
　任意断面１０４は、超音波の断層画像に基づく断面の位置と方向の少なくとも一方を変
化させて設定される。超音波の断層画像に基づく断面の具体例が、図２の断層画像断面１
０２である。つまり、図２において、断層画像断面１０２と同じ断面が初期断面とされ、
初期断面の位置と方向が変更されて任意断面１０４が設定される。
【００３９】
　なお、超音波の断層画像に基づく断面は、図２の断層画像断面１０２に限定されず、断
層画像（断層画像断面１０２）との間において既知の配置関係にある他の断面であっても
よい。例えば、断層画像に対して交差する（例えば直交する）断面を初期断面として任意
断面１０４が設定されてもよいし、断層画像から離れた、例えば断層画像に対して平行な
断面を初期断面として任意断面１０４が設定されてもよい。
【００４０】
　断面設定部４０は、操作デバイス４２を介してユーザから受け付けるユーザ操作に応じ
て、断面を移動することにより、また、断面の傾きを変えることにより、三次元領域１０
０内に任意断面１０４を設定する。
【００４１】
　図３は、断面の移動と傾きの変更に関する具体例を示す図である。図３には、任意断面
１０４の平行移動（Ａ）と、任意断面１０４の法線方向の変更（Ｂ）に関する具体例が図
示されている。
【００４２】
　平行移動（Ａ）においては、操作デバイス４２を介して入力されるユーザからの操作に
応じた距離だけ、任意断面１０４が平行移動される。例えば、任意断面１０４が法線方向
に平行移動される。
【００４３】
　また、法線方向の変更（Ｂ）においては、操作デバイス４２を介して入力されるユーザ
からの操作に応じて、任意断面１０４の法線方向が変更され、法線方向の変更に追従する
ように任意断面１０４の方向が変更される。例えば、任意断面１０４の法線ベクトルＮの
始点を固定したまま（始点は移動させずに）、法線ベクトルＮの方向が変更されて任意断
面１０４の方向が変更される。
【００４４】
　なお、平行移動（Ａ）が行われた後に法線方向の変更（Ｂ）が行われてもよいし、法線
方向の変更（Ｂ）が行われた後に平行移動（Ａ）が行われてもよい。
【００４５】
　医師等のユーザは、平行移動（Ａ）と法線方向の変更（Ｂ）により、任意断面１０４を
所望の位置において所望の方向となるように設定する。例えば、医師等のユーザは、所望
の診断対象である例えば胎児を含む断層画像又は胎児の近傍における断層画像を得ること
ができるようにプローブ１０の姿勢を調整し、表示部３２に表示される断層画像と任意断
面の超音波画像を見ながら、プローブ１０の姿勢を維持しつつ、操作デバイス４２（例え
ばダイヤルやスライダー等）を利用して、断面を平行移動させる操作や法線方向を変更す
る操作を行うことにより、直感的な操作感覚で比較的容易かつ適切に、例えば胎児の心臓
等に関する所望の任意断面を設定することが可能になる。もちろん、胎児以外の診断対象
においても所望の任意断面を設定することが可能になる。
【００４６】
　ユーザ操作に応じて断面設定部４０により任意断面が設定されると、送受信制御部５０
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は、設定された任意断面に特化した送受信処理により任意断面から受信信号を得るように
送受信部１２を制御する。
【００４７】
　図４は、任意断面に特化した送受信処理の具体例を示す図である。図４には、断層画像
断面１０２の具体例が図示されており、さらに、断層画像断面１０２内における任意断面
１０４（断層画像断面１０２と任意断面１０４の交線）も図示されている。
【００４８】
　断層画像断面１０２から超音波の受信信号を得る場合には、ｒ方向を深さ方向とする超
音波ビーム（送信ビームと受信ビーム）が形成され、その超音波ビームがθ方向に走査さ
れることにより、断層画像断面１０２に対応した走査面が形成される。その走査では、例
えば、深さ方向（ｒ方向）の中央付近を送信フォーカスとする送信ビームが形成され、例
えば、一定のパルス繰り返し周期で受信ビームが形成される。
【００４９】
　これに対し、任意断面１０４から超音波の受信信号を得る場合には、任意断面１０４を
通るように、ｒ方向を深さ方向とする超音波ビーム（送信ビームと受信ビーム）が形成さ
れ、その超音波ビームが任意断面１０４の全域（部分的でもよい）を通るように走査され
る。その走査では、任意断面１０４の深さに応じた送信フォーカスで送信ビームが形成さ
れ、任意断面１０４の深さに応じたパルス繰り返し周期で受信ビームが形成される。
【００５０】
　例えば、図４に示すように、任意断面１０４を通過する位置に応じて超音波ビームＢの
深さ、例えば、超音波ビームＢの送信フォーカスの深さと、超音波ビームＢから受信信号
を得る期間（パルス繰り返し周期）が制御される。なお、任意断面１０４の深さに応じた
送信パワーで送信ビームが形成されてもよい。
【００５１】
　このように、任意断面１０４に特化した送受信処理によれば、例えば、任意断面１０４
上を送信フォーカスとして超音波ビームを走査することができるため、任意断面１０４上
から送信フォーカスがずれている場合に比べて、任意断面１０４の超音波画像における画
像の分解能が高まる。また、任意断面１０４の深さに応じたパルス繰り返し周期で受信ビ
ームが形成されるため、例えば、任意断面１０４が浅い部分ではパルス繰り返し周期を短
くすることができ、走査時間を短縮してフレームレートを向上することができる。
【００５２】
　図５は、表示画像の具体例を示す図である。図５には、表示処理部３０において形成さ
れる表示画像の具体例が図示されている。
【００５３】
　表示例１では、断層画像断面１０２（図２参照）から得られる断層画像と任意断面１０
４（図２参照）から得られる任意断面画像が左右に並べて表示されている。そして、断層
画像内には、任意断面１０４の位置と方向に応じた任意断面カーソル１１４が表示され、
任意断面画像内には、断層画像断面１０２の位置と方向に応じた断層画像カーソル１１２
が表示される。任意断面カーソル１１４と断層画像カーソル１１２は、それぞれ、断層画
像断面１０２と任意断面１０４の交線に相当する。
【００５４】
　表示例１によれば、任意断面カーソル１１４と断層画像カーソル１１２の位置と傾きか
ら、ユーザが断層画像断面１０２と任意断面１０４の配置関係を把握することができる。
なお、任意断面１０４の位置と方向の変更に追従するように、任意断面カーソル１１４と
断層画像カーソル１１２の位置と傾きを変更することが望ましい。また、断層画像と任意
断面画像は上下又は他の配列で並べて表示されてもよいし、断層画像または任意断面画像
が個別に表示されてもよい。
【００５５】
　表示例２では、断層画像断面１０２から得られる断層画像と任意断面１０４から得られ
る任意断面画像が左右に並べて表示されており、さらに、断面モデル１２０が表示されて
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いる。断面モデル１２０は、三次元領域内における断層画像断面１０２と任意断面１０４
の配置関係を立体的に示した表示態様（図２の表示態様）である。
【００５６】
　また、表示例２において、断層画像と断面モデル１２０内における断層画像断面１０２
に対して互いに同じ表示処理を施し、任意断面画像と断面モデル１２０内における任意断
面１０４に対して互いに同じ表示処理を施すことが望ましい。例えば、断面モデル１２０
内における任意断面１０４の色と任意断面画像を取り囲む枠の色を同一とし、断面モデル
１２０内における断層画像断面１０２の色と断層画像を取り囲む枠の色を同一とする。色
に代えて、輝度（明暗）や模様等の表示処理により対応関係が明らかにされてもよい。
【００５７】
　表示例２によれば、断面モデル１２０から、ユーザが、断層画像断面１０２と任意断面
１０４の配置関係を視覚的に且つ直感的に把握することが可能になる。なお、任意断面１
０４の位置と方向の変更に追従するように、断面モデル１２０内における任意断面１０４
の位置と方向を変更することが望ましい。また、断層画像と任意断面画像は上下又は他の
配列で並べて表示されてもよいし、断層画像または任意断面画像が個別に表示されてもよ
い。
【００５８】
　以上、本発明の好適な実施形態を説明したが、上述した実施形態は、あらゆる点で単な
る例示にすぎず、本発明の範囲を限定するものではない。本発明は、その本質を逸脱しな
い範囲で各種の変形形態を包含する。
【符号の説明】
【００５９】
　１０　プローブ、１２　送受信部、１４　受信信号処理部、２２　断層画像形成部、２
４　任意断面画像形成部、２６　三次元画像形成部、３０　表示処理部、３２　表示部、
４０　断面設定部、４２　操作デバイス、５０　送受信制御部、６０　制御部。
【図１】 【図３】
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